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佐賀県における高校生の期うつ症状とその関連要国
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近年，テレビや新間などにおいて，いじめや不登校，心身疲，自殺など心の鑓燥がIiIj題とされる事件
や出来事が多く取り扱われるようになってきた。学校や社会においても健康上の諸問題とされてきた心
の鍵康が，さらにクローズアップされているようである。特にラ思春期は心身ともに著しく成長ずる時
期だけに，心身のバランスが不安定になりがちである。それゆえ，学校保健活動における心の健康に|揺
する取り組みは，重要な課題であるといえる。よって，現在の思春期における子どもの心の健康にi却す
る実態を把握することはう今後の学校保健活動にとって意義あることと考えられる。そこで，一連の研
究をとおして，現在の思春期における子どもの心の健康に隠する実態を把掘し，現場での学校保縫活動
の一劫となるような資料の提供や心の健康問題の予防及び改善の方策を提案していきたいと思っている。
特に，心の健康が原因とされる学校内での問題行動や身体的・精神的症状の中で，子どもの心身症に
は抑うつ症状を伴う身体症状が多いことや学校嫌いの子どもたちが抑うつ症状を強く訴えていると報告
されていることなどから 子どもの心の健康に隠する実態を把握する上で 抑うつ症状は 1つの重要な
指標になると思われる。 1)
よってう今回の研究においては，佐賀県内の高校生を対象として，思春期の心の健康を知る上で 1つ
の重要な指標とされる抑うつ症状を手掛かりに，その実態とその関連要因との関係についての検討を行
った。
1.対象と方法
本研究では，諦査について理解・協力の得られた佐賀県島内の全日制県立高等学校12校(普通学科校6
校，専門学科校6校)の各学年から抽出された生徒を対象に， 2000年1月から12月にかけて，抑うつ症
状とその関連要図とされる生活ストレスヲセルフエスティーム，ソーシャルサポート，鍵康習慣につい
ての質問紙調査を無記名式で実施した。そのうち，本研究における有効回答者数は， 2315名(普通学科
校生徒1321名，専門学科校生徒994名)であった。表iに，分析対象の詳細を示した。
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1 分析対象人数
門学科校 1ロL 言十
子 女子 計 男子 言十
1 167 169 336 221 223 444 388 392 780 
2 162 174 336 220 217 437 382 391 773 
3 163 159 322 203 237 440 366 396 762 
492 502 994 644 677 1321 1136 1179 2315 
分析は， :jJIうつ症状ラ生活ストレスラセルフエスティームラソーシャルサポート，健康習慣について
の努調査Jl'fI~ を以下のように得点化21 31引及びグループ分けを仔い、 Pearsonのカイ 2采検定を泊いて
行った。角f州?にあたっては SPSSIO.OJ (統計ソフト)を使用した。
'IJlJうつ痕状については，うつ病の疫学掛究)FJに開発された20項目からなる自己評悩尺度であるCES心
の日本語版を調査項目とし その谷項 1=1 ごとに0~3点と得点化して合計点 (60点~i~llf点)を抑うつ痕状得
点とした。さらにうこの抑うつ症状得点の平均値土器準偏差(18.6775:t8.8980) を悲準に，低{訂作
(0~10点)， i:j:1位群(11~28点)， í\与{立i洋 (29~60点)の3訴にグルーフ分けを行い，抑うつ症状の実
態把握を試みた。
生活ストレスについては，部活動，学業，教師，家抜ヲ友人の20項目からなる思春期市[1'ìi';'t~!1iスト
レツサー尺度短縮版であるADES-20を調査項iさ!とし その各工耳目ごとに0~3点と得点化して体験頻度
と嫌悪度を乗じた
平均値玄
点 (180点満点)を生活ストレス得点としたむさらに この生活ストレス得点の
(33.1558:t26.1481)を装準に，低位trI: (O ~7点)， 11 í立群 (8~59点) ，高位1非
(60~180点)の3群にグループ分けを行い 抑うつ症状の実態と生活ストレスとの関係を検討した。
セルフエスティームについては 10項目からなるセルフエスティーム尺度で、あるSelf-EsteemScale 
の日本語版を謂査項目とし，その谷項目ごとに 1~4点と得点化して合計点 (40点満点)をセルフエステ
ィーム得点とした。さらに このセルフエスティーム得点の平均値±標準偏差 (24.0678:t4目9162) を
基準にう低位群(1O~ 19点)，仁1 1佼鮮 (20~29点) ，高位群 (30~40点)の3Wf:にグループ分けを行い，
抑うつ症状の実態とセルフエスティームとの関係を検討した。
ソーシャルサポートについては 16項目からなる学生用ソ…シャルサポート尺度であるSESSのけ:1
~三 n反を調査項目とし，その各項目に対して，父親4 母親，きょうだい，教師Î，友人について援助が期待
できる人すべてにO~IJを付けるように尋ね， 01引を l 点，それ以外をO点と得点化し，その合計点 (80点
満点)をソーシャルサポート得点とした。さらに このソーシャルサポート得点の平均似ごと標準偏差
(24.6471:t 13.7031) を基準に 低投群 (0~11 点) 中位群(1 2~38点) 高位際 (39~80点)の3
にグループ分けを行い，抑うつ症状の実態とソーシャルサポートとの関係を検討した。
健康習慣については， I殴眠，遅_{動，朝食， 1甘食，喫煙，部;測の6項目とし， Iほ眠時 IliJ 7~8時間，体育
の授業以外の運動が潤1弓以上，朝食を毎日J呉羽， flJ食を時々取るとIf!Zらない，このlヶ月間に喫煙せずう
このlヶ月間iに飲濃せずをそれぞれ健康に好ましい習f立であるとして1点，それ以外をO点と得点化L，
その合計点 (6点満点)を健歳習慣得点とした。さらに.この鍵燦現↑fi得点を抵泣il (O ~2点) ，中位i拝
(3~4点) ， 
討した。
(5~6J~~) の 31洋にグループ分けを行い 抑うつ症状の実態と健践習慣との関係を検
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11.結粟と考察
1 .抑うつ症状の実態
1 )学校随別にみた抑うつ疲状の実態
の拘うつ症状の
持うつ症状
低位群
工1 % 
中位群
n % 
高位群
n o/c。
ぷ〉、
ロ
n % 
116 13.7 619 72.9 
普通学科校 213 18.2 795 67.8 
114 13.4 849 100.0 
165 14.1 1173 100.0 
279 13.8 2022 100.0 合計 329 16.3 1414 69.9 
P <0. 05 
表2は低位1N:， r:111L1児位群に分類された存)1うつ症状の実態を学校種別に示したものである。:t.QJうつ
疲状の低佼群， r:j:1位i乱高位前のそれぞれの割合は，専門学科校では13.7%ラ 72.9%，13.4%，普通
学科校では18.2%，67.8%，14.1%であった。低{立昨においては普通学科校の割合が専門学科校の割
合より約5%ほどおくう逆に q~位鮮では普通学科校の割合が専門学科校の都合より約5%はど抵かった
(P<0.05)。よって，佐賀県における高校生の抑うつ症状の実態には，通学する高校の専門学科，務通
学科というカリキュラムの述いやそれに伴う学校生活の述いによる学校種差が認められ，専門学科校の
生徒よりも普通学科校の生徒の万が抑うつ液状の椛い者が多い傾向にあった。
2)学年艇にみた抑うつ疲状の実態
3 学年別の抑うつ症状の実態
母{立群
n % 
???? ??
???
???
?
?
言十
日%n % 
ょーっ??
?
80 11. 9 492 73. 1 101 15. 0 673 100. 0 
106 16. 0 471 70.9 87 13. 1 664 100. 0 
143 20. 9 451 65.8 91 13.3 685 100.0 
329 16.3 1414 69.9 279 13.8 2022 100. 0 A ロ
P <0. 01 
表3は低{立群，ヰI{立主t，i筒位群に分類された抑うつ症状の実態を学年別に示したものである。抑うつ症
状の低佼群う 1"{立lfY:，高イ立鮮のそれぞれの割合は， 1年生では11.9%，73.1 %， 15.0%ヲ 2年生では
16.0%， 70.9%ラ 13.1%，3年生では20.9%，65.8%， 13.3%であった。 i年生， 2年生， 3年生と
年が上がるにつれて，低位ではその割合が向くなりう rp位群では抵くなっていた伊<0.01)。よって，
佐賀県における高技生の抑うつ症状の実態には，心の成長に1'1"う差が認められ，学年進行とともに抑う
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つ症状の軽い者が多くなっていた。
3)性別にみた抑うつ症状の実態
4 性別の抑うつ症状の
低位群
n % 
??????? ?
?
??っ??
???
??
?
?
合計
n % 
? ?
???
168 16. 2 
161 16. 3 
329 16. 3 
747 72. 1 
667 67.6 
1414 69.9 
121 11.7 
158 16.0 
279 13.8 
1036 100.0 
986 100. 0 
2022 100.。A 口
P <0. 05 
表4は低位群， rl:1{立群，高位辞に分類された抑うつ疲状の実態を性加に示したものである。抑うつ症状
の低位前人中位群，高位群のそれぞれの割合は，男子では16.2%，72.1%，11.7%，女子では16.3%，
67.6%， 16.0%であった。中位群では男子の都合が女子の都合より約5%ほど高く，逆に高{立群では男
子の割合が女子の割合より約5%ほど{ほかった (P<0.05)。よって 佐賀県における高校生の抑うつ症
状の実態には，身体的な構造や機能，思考，感受性による男女の性差が認められ，女子よりも男子の方
が抑うつ症状の軽い者が多い傾向にあった。
2.抑うつ症状の実態とその関連安臨との関係
1 )抑うつ症状の実態と生活ストレス
5 生活ストレスと抑うつ症状の実態
抑 ') Jコ 症 状
低位群 中位群 高位群 1Eコ』 計
n 。ん n % n % n % 
生活ストレス
低位群 64 32.8 125 64. 1 6 3. 1 195 100. 0 
中位群 180 16. 6 790 72.9 113 10.4 1083 100.0 
高位群 7 3. 0 145 62.8 79 34. 2 231 100. 0 
251 16. 6 1060 70.2 198 13. 1 1509 100. 0 
P <0. 01 
表5は低位群，中{立群，高位君l'に分類された抑うつ症状の実態を生活ストレスの低位群，仁1:1位群，高{立
îf:î:別に示したものである。生活ストレスが低位群，中位~lf: ，高位群と高くなるにつれ，抑うつ症状の割
合が抵位群では32.8%，16.6%， 3.0%と次第に低くなり，高位群では3.1%ラ 10.4%， 34.2%と次第
に高くなっていた。これは1%水準で;有意な羨が認められることから，日常生活におけるストレスの感じ
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方による迷いが抑うつ症状の実態に影響を及ぼしたと考えられる。よって 抑うつ症状の実態と生活ス
トレスとの関係については，日常生活においてストレスを強く感じる者ほど抑うつ症状の重い者が多い
傾向にあり，日常生活におけるストレスを減らすことが抑うつ痕状軽減のための有効な方法になると思
われる。
2)抑うつ症状の実態とセルフエスティーム
表 6
Jコ 症 1伏
低位群 中位群 高位群 l口L 言十
n % n % n % n % 
セルブエスティーム
低位群 6 1.8 202 60.3 127 37.9 335 100.0 
中位群 205 15. 0 1033 75.4 132 9. 6 1370 100.0 
高位群 106 42. 6 134 53.8 9 3. 6 249 100. 0 
メロ岳、 言十 317 16. 2 1369 70.1 268 13. 7 1954 100.0 
P <0.01 
表61ま低位群， r:j:J位群，高位君fに分類された抑うつ症状の実態をセルフエスティームの低位群，中位若手，
iらj位lf下別に示したものである。セルフエスティームが低位群，中位群，高位群と高くなるにつれ，抑う
つ症状の割合が低位群では1.8%，15.0%， 42.6%と次第に高くなり，高位群では37.9%，9.6%， 
3.6%と次第に低くなっていた。これは， 1%水準で有意な差が認められることから，セルフエスティー
ムという自己肯定感情の感じ方による速いが抑うつ症状の実態に彰饗を及ぼしたと考えられる。よって，
抑うつ症状の実態とセルフエスティームとの関係については，自己肯定感情の強い者ほど抑うつ症状の
縫い者が多い傾向にあり セルフエスティームを高めることが抑うつ症状軽減のための有効な方法にな
ると思われる。
3)抑うつ症状の実態とソーシャルサポート
7 ソーシヤノレサポートと抑うつ痕状の実態
抑 つ Jコ 症 状
{創立群 中位群 高位群 言十
n % n % n % n % 
ソーシヤ/しすポート
f創立群 21 9.5 137 62.3 62 28.2 220 100. 0 
中位群 217 14. 6 1073 72.2 196 13. 2 1486 100.0 
高位群 91 28.8 204 64. 6 21 6.6 316 100. 0 
計 329 16.3 1414 69.9 279 13.8 2022 100. 0 
P <0.01 
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表7は低位i児 i十l1nrf，高位i洋に分類された抑うつ症状の実態をソーシャルサポートの低11U札t:!:1位tr(:，
高位詳別に示したものである。ソーシャlレサポートが低位It'f， 11位出¥高位1下と高くなるにつれ，抑う
つ症状の割合が低位昨では9.5%，14.6%， 28.8%と次第に高くなりう高位群では28目2%，13.2%， 
6.6%と次第に{尽くなっていた。これは， 1%水準で、有;むな差が認められることから，ソーシャルサポー
トという問りからの支媛感情の感じ方による迷いが抑うつ液状の実態に影響を及ぼすと考えられる。よ
って，抑うつ症状の実態とソーシャルサポートとの関係については， )¥すりからの支援感情の強い者ほど
抑うつ症状の;1笠い者が多い似1向にあり，ソーシャルサポートを高めることが抑うつ症状軽減のための有
効な方法になると忠われる。
4)抑うつ症状の実態と健長i将刊百
8 鍵康習慣と抑うつ症状の実態
抑 つ -J 状
低位群 中{立群 高位群 tロL 言十
n % n % n % n % 
低{立群 15 8. 2 127 69.0 42 22. 8 184 100.0 
中位群 193 16. 5 815 69.5 165 14. 1 1173 100. 0 
119 19. 1 445 71. 4 59 9. 5 623 100. 0 
329 16. 5 1387 70.1 266 13. 4 1980 100. 0 
P <0. 01 
表8は{迂f立1fI:， ll位詐，高iL群に分類された抑うつ杭状の実態を健康習慣の低1iLl洋， "1:1控訴ラ高位i;下院
に示したものである。健康習慣が低位鮮 中位群 i首位~îJ(: と高くなるにつれ羽i うつ症状の割合が低位
群では8.2%ラ16.5%，19.1%と次第に向くなり，位ltでは22.8%ラ14.1%， 9.5%と次第に抵くな
っているこた。これは， 1 %水準で有志;な差が認められることからう高校生として健康的な生活現慣をど
れだけ行っているかというその実施率の迷いが抑うつ症状の実態に影響を及ぼしたと考えられる。よっ
て，抑うつ症状の実態と健康習慣との関探についてはう{建j来的な生活i制度の実施率が高い者ほど存IJうつ
症状の経い者が多い傾向にあり 望ましい{出来習閣を実践することが抑うつ症状軽減のための伝効な方
法になるとj品われる。
IV.まとめ
本研究ではう における拘iうつ症状の実態把蝦とその関連要因との関係を検討するために，佐:賀
!Jf~全域の Ilt~;J校生2315名を対象とした質問紙調査を行った。抑うつ症状の実態把掘にはCES-D日本語版
を汀jいう関連安q民!との関係の検討には生活ストレスラセルフエスティームラソーシャルサポート，健康
習慣を用いた。
佐賀県の高校生においては 抑うつ症状の実態に学校椋差がみられ専門学科校の生徒よりも語通学
科校の生誌の方が抑うつ告はkの較し、者が多い頬向にあった。また 1L1Jうつ波状の実態に学年による差や
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性差もみられ，学年逆行とともに釘lうつ症状の軽い者が多くなることや女子よりも男子の方が抑うつ症
状の軽い者が多い傾向にあることも問えた。よって，各高校での心の髄康に関する取り高1みにおいては，
このような抑うつ症状の実態が保健学溜，保健指導、健康相談などの学校保健活動の手掛かりになるの
ではないだろうか。
また，佐賀県の高校生におけるJf[)うつ症状の実態とその際述要因との関係ついては，日常生活におい
てストレスを強く感じる者ほど抑うつ症状の重い者が多い傾向にあり セルフエスティームという自己
肖定感情の強い者やソーシャルサポートという周りからの支援感情の3郎、者ヲ健)楽的な生活習慣の実施
率が高い者ほど抑うつ症状の軽い者が多い傾向にあった。よって 心の健l.w~rIIJi習の予訪及び攻善の j''j策
としてう日常生活におけるストレスを減らすことうセルフエスティームやソーシャルサポートを高める
こと，望ましい健康習閣を実践することが，抑うつ症状を軽減させるための有効な方法になると考えら
れる。
以上のように，思春期の心の健践を?、1る上で lつの重要な指標とされる抑うつ症状の実態とその|お述
要因との関係について，佐袈県における高校生の実情を本研究によって般認することできた。しかしな
がら，沖縄県の高校生を対象とした高倉らの研究 11 21 31引においても同じような報告がなされている
ことから，位賀県における高校生のみに限られたものではないと考えられる。そこで，より詳細な佐fz
P誌における高校生の心の鎚康に関する実態を把握することが今後の課題となる。また，今回は思春WJ後
半にあたる高校生を対象に研究を行ってきたが 今後は思存期前半の中学生についても研究を進めてい
きたい。
本研究の実施にあたり，調査にご協力して頭きました高校生および先生方に深く感謝いたします。な
お，本研究はう文部省科学研究費補助金基盤研究 (C) (2)課題番号ー :12670365の補助を受けたもの
の一部である。
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